
本
市
の
救
急
車
の
通
報

か
ら
現
場
到
着
ま
で
の
時

間
や
新
消
防
庁
舎
の
救
急
救
命
体

制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

公
共
施
設
に
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
保
守
点

検
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

平
成
24
年
中
の
救
急
出

場
件
数
は
７
千
485
件
、
搬

送
人
員
は
６
千
404
人
で
、
救
急
車

の
現
場
へ
の
到
着
平
均
時
間
は
8.2

分
で
あ
り
、
茨
城
県
で
は
8.6
分
、

平
成
23
年
の
全
国
平
均
は
8.2
分
で

あ
る
。

消
防
本
部
庁
舎
の
配
置
に
つ
い

て
は
、
過
去
の
出
場
デ
ー
タ
の
分

析
を
行
い
、
様
々
な
訓
練
が
可
能

な
広
い
敷
地
を
確
保
で
き
る
田
中

地
区
に
移
転
す
る
も
の
で
、
社
会

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も
あ
り
、
移
転

に
よ
る
救
急
車
等
の
現
場
到
着
時

間
へ
の
影
響
は
、
全
体
と
し
て
大

き
な
変
化
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い

る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
市
が
管
理
す
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
が
109
台
、
民
間
が
所
有
す
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
平
成
25
年
10
月
１
日

現
在
、
消
防
本
部
が
把
握
し
て
い

る
台
数
は
180
台
で
、
災
害
時
の
使

用
許
可
を
い
た
だ
い
た
施
設
が
161

で
あ
る
。

公
共
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
管
理
に

つ
い
て
は
、
管
理
施
設
へ
定
期
点

検
を
行
う
よ
う
に
通
知
を
す
る
と

と
も
に
、
平
成
25
年
度
か
ら
の
更

新
は
、
遠
隔
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
保
守
管
理
を
行
う
リ
ー
ス
契
約

に
順
次
切
り
替
え
て
い
る
。

地
域
力
を
発
揮
し
た
子

育
て
支
援
の
取
り
組
み
と

し
て
、
子
育
て
経
験
者
に
よ
る
支

援
体
制
や
子
育
て
基
金
の
創
設
、

子
育
て
に
関
す
る
行
政
窓
口
の
一

本
化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

子
育
て
経
験
者
に
よ
る

支
援
に
つ
い
て
は
、
子
育

て
の
経
験
豊
富
な
方
々
が
育
児
の

サ
ポ
ー
ト
事
業
に
加
わ
っ
て
い
る

ほ
か
、
子
育
て
支
援
施
設
等
の
場

を
通
じ
、
子
育
て
や
育
児
に
関
す

る
悩
み
や
相
談
に
も
関
わ
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

子
育
て
基
金
に
つ
い
て
は
、
本

市
で
は
、
既
に
多
彩
な
子
育
て
支

援
策
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
こ

れ
ら
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
土
浦

ら
し
い
子
育
て
支
援
策
の
創
造
に

努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

行
政
窓
口
の
一
本
化
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
支
援
事
業
が
多
岐
に

わ
た
る
た
め
、
全
て
の
窓
口
を
一

本
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

る
が
、
企
業
の
協
賛
に
よ
る
子
育

て
応
援
サ
イ
ト
「
マ
マ
フ
レ
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
子
育
て
支
援
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
等
で
事
業
内
容
や
窓

口
案
内
の
充
実
を
図
り
た
い
。

平
成
27
年
度
か
ら
は
、子
ど
も
・

子
育
て
３
法
に
よ
る
新
し
い
制
度

が
始
ま
る
の
で
、
子
育
て
世
代
を

対
象
と
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

し
、
土
浦
に
住
み
た
く
な
る
よ
う

子
育
て
支
援
体
制
を
整
備
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

宍
塚
小
学
校
の
跡
地
は
、

跡
地
利
用
の
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
検
討
さ
れ
る
と
思
う

が
、
教
育
相
談
室
の
ポ
プ
ラ
の
移

設
や
ジ
オ
パ
ー
ク
と
し
て
検
討
が

で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

跡
地
利
用
の
考
え
方
は
、

土
浦
市
全
体
の
ま
ち
づ
く

り
の
視
点
に
立
ち
、
他
の
用
途
へ

の
転
用
の
た
め
の
追
加
コ
ス
ト
等

を
総
合
的
に
勘
案
す
る
こ
と
や
、

周
辺
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
検

討
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

現
在
、
今
後
の
跡
地
の
利
活
用

に
つ
い
て
は
、
方
向
性
を
導
き
出

す
た
め
の
基
礎
的
な
調
査
を
進
め

て
お
り
、
宍
塚
小
学
校
の
跡
地
を

含
め
、
公
共
施
設
跡
地
の
利
活
用

方
法
の
検
討
を
進
め
る
上
で
は
、

会
計
検
査
院
か
ら
の
指
摘
や
文
部

科
学
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
用

を
含
め
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

提
案
の
あ
っ
た
教
育
委
員
会
の

相
談
室
や
ジ
オ
パ
ー
ク
の
施
設
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
西
部
ブ
ロ
ッ

ク
地
区
長
会
か
ら
の
提
案
も
含
め

て
、
有
効
活
用
へ
と
つ
な
げ
て
ま

い
り
た
い
。

来
年
度
に
は
、
専
門
組
織
を
立

ち
上
げ
、
利
活
用
の
審
議
を
い
た

だ
く
の
で
、
宍
塚
小
学
校
跡
地
の

審
議
の
際
に
は
、
地
元
の
皆
様
の

意
見
や
提
案
等
も
紹
介
し
、
来
年

度
末
ま
で
に
は
、
そ
の
方
針
を
示

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

・・
合
併
自
治
体
へ
の
新
財
政
支
援

停
電
断
水
の
際
の
飲
料

水
の
確
保
の
た
め
、
町
内

会
公
民
館
へ
井
戸
を
設
置
し
、
日

常
的
に
活
用
す
る
こ
と
は
、
災
害

時
に
も
有
効
と
考
え
る
。
今
後
の

取
り
組
み
等
を
伺
い
ま
す
。

避
難
場
所
で
あ
る
中
学

校
等
に
整
備
し
た
耐
震
性

貯
水
槽
や
深
井
戸
等
の
給
水
源
と

と
も
に
、
地
域
住
民
に
身
近
な
場

所
へ
の
井
戸
の
整
備
は
、
災
害
時

に
お
け
る
水
の
確
保
に
関
す
る
地

教
育
行
政
各
課
題
の
現
況
と

対
策
に
つ
い
て

海老原一郎議員

竹内　裕　議員

質
問

質
問

消
防
長

子
育
て
支
援
の
新
し
い
仕
組
み

づ
く
り
に
つ
い
て

安藤真理子議員

質
問

保
健
福
祉
部
長

市
長

公
室
長

土
浦
市
の
救
急
救
命
体
制
と�

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
状
況
に
つ
い
て

総
務

部
長 町

内
会
公
民
館
等
へ
の
防
災

用
井
戸
の
設
置
に
つ
い
て

久松　猛　議員

質
問
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